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延人数は 43名である。現在のところ（平成 30年 11 
月 1日）最高位は 3段である。また，春の親子書道教室
で作成した作品を全国学生書道コンクールにも毎年出品
して入賞している。このような機会は，非常に貴重であ
り，今後も積極的に活用していく必要があると考えてい
る。
(5)通級による地域支援
通級による地域支援でも，書写の指導を行っている。
通級による地域支援での書写の指導とは， 日ごろ通常学
級に通学する児童が，月に数回集まって一緒に学習する
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場である。気のおけない仲間同士，楽しんで取り組むこ
とができ，肩の力をぬいて書字を行うことで， リラック
スでき，字形も整えられることが期待される。また，教
科指導として，在籍校での国語科（書写）の学習での不
足を補うための学習として，自立活動の面で，個々の困
難を克服するための学習として，個々の目標を設定して
行っている。
このように，肢体不自由児への積極的な文字習得およ
び習熟を目指す書字指導を実施したところ，以下のよう
な結果であった。
1. 
まず，視覚認知の困難がある児童では，線と
し，また交差点が複数になることで，文字全体の形の認
識が難しくなる場合が多かった。また，ムスビの場合に
はムスビの始まりと終わりがどのようにくつついている
のかを認識することが難しい実態があった。
このような困難に対応するため，最初に交点が少なく，
ムスビの少ない文字から文字の指導を行った。それによ
り，複雑な文字を書くためのレディネスを効率的に養っ
ていくことができた。
また， 1画ごとに書き方が変化するため，手本は静止
している状態よりも動画，また動画でありかつその都度
停止できるものが望ましい。さらに，手本を見ながら同
くことは難しい点に留意する必要があることが明
らかとなった。
よっては， 1画ごとに赤，青，緑，黄色等のよ
うに線の色を変えて指示する方が見やすいこともあるが，
よっては，多くの色を用いることで混乱する場合
も多く見受けられる。
教師が，「いーち、に一い、さーん、し」等声を出して
利き手の腕を伸ばして大きく空書きした後，児童にもそ
れぞれの上肢を伸ばして同様に行わせる活動は， 1つず
くリズムや左右を正確に行えるよう，体で
させるために非常に大きな成果があった。視覚的な
情報だけでなく，聴覚的な情報を提示することが効果的
な場合もある。「いーち、に」など， 1つひとつの画の形
状に合わせて掛け声を付けるなどの工夫をしたところ非
常に有効であった。
2，よりよい指導法の検証
う指導法として，桂聖および伊
藤紗患 (2012; 2015)『なぞらずにうまくなる子どものひ
らがな練習帳』，『なぞらずにうまくなる子どものカタカ
ナな練習帳』における よるメソッドを参考にした。
子どもたちの生活に密着した言葉を添えての活動で，従
来のなぞり書きによる文字習得から，なぞり書きをしな
くても，文字の形状を理解できる方法である。肢体不自
由児の生活経験や語彙の少なさの課題があったが，簡潔
な象徴的な情報提示の有効性の点で大いに示唆を得た。
たとえば，むすびの形に着目させて，「貝」の形という
むすびの線の部分を「貝」の周りを廻って書く
という言葉かけを行なったところ，「ま」や「は」のむす
びの形を認識して正しく書くことができた児童が増えた。
その「貝」の向きを縦向きにすることで，「す」のむすび
も正しく認識できて， しつかり書くことができた。線よ
り面，抽象的なものより具体物の方が形を捉えやすい場
もあることが明らかとなった。教師が児童の状態をそ
の都度確かめて，最も効果的な情報提示の方法を適切に
行っていくことで，児童も自分で自分の成果を確かめ評
価し書くことを肯定的に捉え，書字そのものを楽しむこ
とができるようになったといえるだろう。
また，教科書の多くは平仮名のア行力行サ行等の 50 
音順が一般的であるが，視覚認知に課題のある
交点やむすびの形の数，はねや払いの方向など，文字を
くの 目し，文字の形の理解を進
めていきつつ並行して 50音順の理解へと導くのが効果
的であった。 50音順の基本的な理解は，辞書や古文（歌
の等高学年以降での幅広い学習に必要となる
と考える。
これまでの肢体不自由児への書写指導によって，困難
だと思われがちな場合でも，指導法さえ工夫すれば，上
肢機能を児童の意志によって調整することが可能である
ことが明らかとなった。また，「書くこと」の目的が明確
になって，それが「快」の経験につながることで，
らは積極的に取り組むことも明らかとなった。
障害種によって，筆圧の調整が難しい場合でも
早期に用いることで，フィードバックにより，
える力の加減を行うことができ，その調整力が，硬筆の
場合でも継続することも多くの事例で示された。
これらのことから得た知見を肢体不自由児以外の障
らや，小学部以外の年齢の生徒ら
に活かしていく方法の連携による研究に取り組み 3年が
経過した。この成果は，日本特殊教学会および日
システム学会大会において，「肢体不自由教育と知的
障害教育の連携による学習障害のある生徒に対する
として発表を行ってきた。
は，キャリア教育の視点から価値づけし，就業技術科の
高2~3年の発達障害や軽度の知的障害のある生徒への
指導に活用した。
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本研究と「肢体不自由教育と知的障害教育の連携によ
る発達障害のある生徒に対する書字指導I, II」の研究
により，発達障害や軽度の知的障害のある生徒へ肢体不
自由教育における書字指導の指導法を活用することによ
り生きる力が育成されることが分かった。また，障害種
や年齢が違っていても，課題やそれに対応する指導法は
共通することも明らかとなってきている。今後とも，肢
体不自由児への書字指導を行って事例を収集して検証し
つつ，これらを基礎研究とし，他の障害種別の児童•生
徒らの指導に活用できるような指導法としていきたい。
さらに，さまざまな視点からの実践・検証を重ね，よ
りよい指導法の開発を積極的に進めていく所存である。
これら書字指導により培われた力は，基礎的な国語カ
となって，子どもたちが国語科以外の他教科での学習を
進めることを支える生きる力となる。
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